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昭利57年4月10日発行発行所胡田町役場 宮C07658)3-1100 （干939-07) 印刷高田印刷

フ
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セットスクラムカ、ら

ボールを出す練習

57年 練習前のランニング
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d
n
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町 のようす （） 内は 総 人口 男 女

4月1日現在 対前月比 18.926(-42) 8.953(-9) 9.973（ー33)
転入転出出生死亡 世帯数

112 156 17 15 5.054（ー36)
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国
mw回
伺
中
島

町
長
の
施
政
方
針

わ
が
悶
の
経
済
は
、

ω年
か
ら
叩
年
代
前
半
に
か
け
て
の
高
度
成
長
、
さ
ら

に
二
度
に
わ
た
る

μ
油
危
機
に
よ
る
経
済
的
な
泌
乱
の
時
期
を
絞
て
、
引
き

続
き
玄
定
成
長
を
縦
持
し
て
お
リ
ま
す
。

し
か
し
、
資
源
エ
・
不
ル
ギ
ー
の
制
約
、
人
口
機
成
の
商
船
化
、
行
財
政
改
常
平

等
、
わ
が
国
の
諸
情
勢
は
厳
し
く
な
ゥ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
予
算
案
は
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ

・
シ
｜
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
て

ω行

地

U
財
政
計
酬
が
日
μ
’H
W
M
度
、
県
予
算
案
が
M

MrN
と
政
府
の
予
算
と
同
率
に
な

勺
て
お
リ
ま
す
ω

一
打
、
わ
が
町
に
む
き
ま
し
て
は
、
全
般
的
に
は
国
や
県
の
財
政
及
び
経
済

動
向
を
勘
来
し
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
は
あ
リ
ま
す
が
、
従
来
か
ら
引
き

続
く
懸
楽
に
加
え
、
昨
年
四
月
に
日
照
必
し
ま
し
た
朝
日
町
総
人
口計
画
第
二
次
法
一

本
計
画
に
け
潜
づ
く
、
新
し
い
斤
合
建
設
の
た
め
の
棋
み
立
て
、
保
育
所
の
在

約
化
に
伴
・
7
改
築
等
、
や
業
の
緊
急
性
、
純
一
併
件
、
行
政
効
果
等
を
十
分
検
討

し
、
限
ら
れ
た
財
制
仰
の
吊
点
的

・
効
率
的
な
配
分
を
し
、
抑
制
の
中
に
も
仏
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
い
阪
大
山
の
似
力
・
刀
を
払
ゥ
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
制
成
に
あ
た
勺
て
は
‘
悦
似
の
伸
び
が
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
こ
と
、

地
十
ゲ
父
付
税
が
微
地
に
と
ど
ま
る
ニ
と
、
加
え
て
町
内
川
の
充
当
本
が
大
脳
に
悦

．卜
す
る
ニ
と
る
ど
桜
め
て
厳
し
い
財
政
以
後
で
あ
り
ま
す
が
、
税
常
的
純
代
に

勺
い
て
鋭
－
M
節
減
を
図
る
と
と
む
に
、
財
政
調
務
状
金
の
と
リ
く
す
し
な
ど
の

間
出
を
泌
仁
て
、
柿
…
鍬
姿
勢
を
保
持
い
た
し
て
ま
い
リ
ま
す
。

一
般
財
源
の
総
保
に
つ
い
て
は
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
・
り
え
交
付
収
不

の
引
会
卜
げ
や
地
打
悦
の
は
泊
し
な
ど
の
紋
本
的
対
策
を
凶

・
川
知
に
付
し
て
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す

つ
ド
也
、
に
子
科
川
端
成
に
あ
た
リ
、

安
を
巾
・
し
ト
げ
ま
す

さ報…・…・・ あ－広

什
術
本
と
い
た
し
ま
し
た
十
刀
剣
に
つ
い
て
、
慨

；；嚢：
1；頚陵；
灘；1
；肇；；
猶；；；

ぃ叫んたに
ルに
札
、
e
U
K
A
で
働

5
．

や
か
に
在
い
て
い
く
・
｝
と
．

－｝
れ
は
人

間
と
し
て
の
第

一
義
的
な
生
き
打
で
あ

げ
、
ニ
れ
に
必
要
な
社
会
制
祉
、
保
他

衛
生
、
し
父
泊
仲
状
び
に

uh…℃等
の
市
山
条
件

の
充
実
、
’
川
卜
を
凶
る
ニ
と
が
町
政
の

μ
取
も
基
本
的
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
、

つ
ぎ
の
よ
・
1
な
施
策
を
実
純
し
ま
す
。

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
障
害
者
悩

祉
の
ま
ち
づ
く
り
ぶ
業
を
始
め
、
ひ
と

り
ぐ
ら
し
老
人
を
対
象
と
し
た
食
事
、

洗
濯
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
在
人

医
療
及
び
健
康
作
用
活
動
の
充
実
、
似

育
所
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
会
社
に
づ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
て
．
税
れ
仰

の
軒
減
に
努
－
M
い
た
し
ま
す
リ

保
健
衛
生
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
わ

が
町
の
特
性
と
し
て
疾
病
と
交
珍
ギ
が

尚
い
と
い
う
収
状
に
鐙
み
て
、
・
米
作
保

健
衛
ル
ホ
の
’
川
卜
に
取
り
組
ん
で
・
ま
い
り

ま
し
た
が
、
川町
卜
で
川以
上
位
に
佐
川
し

て
い
た
受
療
動
向

L
よ

v
ゃ
く
鈍
化
傾

向
を
が
し
て
ま
い
り
・
ま
し
た

聞
係
み

似
の
努
力
に
感
湖

γ
る
と
と
む
に
蝕
収

っ
く
り
川
動
を

一
段
し
－近
灼
ま
す

出
い
仰
が
業
に
勺

い
て川崎
、
ご
人
ハ
似

集
、
辺
版
業
務
・
耳
、民
間
会

A
し
た
い
し
－

F
J
え
て
れ
り
ま
ナ

域
内
川
問
地
に
ウ

5
ま
し
て
は
．
氷
目

的
泌
防
ιー
の
た
点
川
辺
川
川
品
川
町
し
－川
水
処

m桁
，仰
を

に

m焔
化
し
、ト八川
川
以
ド
定

、．，
、
戸川司・
・目・l
i

川リ目リ
ι

ドい】
．．
 
，，‘
、y
－－h
いい1
・’
e

・’卜・・川
A
M同

マ

如剖Tf
、
G
U
Y－f
yJ
ト

UU
・4
什
l
u
け
ド
片

山
%
の
似
九
上
に
ア
さ
ま
し
て
Ju
l・ν配
ゆ

し
て
ま
い
リ
た
い
と
わ
行
仁
主
十

在沖合
i
、
l
r
仁川川
M

古川
乃
立
c，川比三川
J

j
u
s
－

，

t
t
J
L

U

e
J

｛
ー

か
C
池
波
什
会
の
形
成

4
Mる
ん
灼
に

ん人
〈－

τ」
が
で

5ζ
い
し
の
て
ん
リ
ま

．1
 川
辺
の
体
系
勺
く
り
の
似
仲
介
ザ
ミ
十

郡
山
一
リ
リ
川
州
品
川
路
市
ド
主
ペ
ハ
ν
川
心
・山

・
似

町
線
改
良
卒
業
の
推
進
を
第

一
義
と

rJ

え
、
引
き
続
き
誠
立
を

L
勺
て
、
そ
の

進
妙
に
努
力
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

町
道
の
拡
制
改
良
、
舗
装
市
申
業
、
道
路

Mm修
改
・
川
氏
等
の
早
期
実
施
に
努
め
ま
す
。

北
陸
自
動
中
道

・
一
般
国
道
8
号
線
拡

叫
が
業
及
び
山
市
道
の
繁
備
に
つ
い
て
は

そ
の
円
滑
な
事
業
の
遂
行
と
促
進
を
聞

係
機
関
に
悩
く
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
6

除
排
勺
付
滅
に
つ
き
ま
し
て
は
、日山

・彼・十
ー
の
教
訓
か
・
旬
、
安
に
強
い
街
づ
く

リ
を
日
指
し、

地
域
ぐ
る
み
で
宮
告
に

付
処
で
き
る
よ
・
ー
消

η装
置
の
川
以
前
、

ィ，仙川州場
の
終
的
附
等
、
将
米
の
hM代
ル
仁
川
、

郎
山
機
能
の
Hm総
充
実
を
M
二
、
ま
い

り
ま
寸
ま
た
、

k
，e℃
十
山
梨
に
付
処
す
る
た
め
、

町
公
uM志
の
第
一二
純一
川
の
往
ぷ
を
行
い
、

あ
わ
せ
て
、
此
ぷ
の
町
公
uM山と
の
川
佐

川川崎
の
ザ
怖
を
凶
る
刈
十
行
で
ん
り
ま
す

仏
教
務
一
接
続
盗
難
お

数
行
川
町
市
一
以
い
ち
じ
る
し
い
山
例
代

打九五
の
小
で
吹
か
な
人
絡
め
形
成
を
け

桁
し
、
山
ぶ
近

・
ハ
ナ
校

・
任
会
の
わ
制
機
的

合
辿
以
ル

ruと
に
一
れ
し
て
心
身
と
も

に
似
ん
十
な
人
間
性
の
行
成
を
則
し
て
い

く
こ
と
か
何
よ
り
も
弔
裂
で
あ
リ
ま
す
。

F
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ぶ
を
d
U
ウ
て
他

・
体

・
知
の
調
和
の
と

れ
た
心
身
と
も
に
健
全
な
児
京
生
徒
の

行
成
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
υ

付
九
五
教
打
で
は
、
地
．μ一
公
民
館
が
小

心
に
ら
リ
地
山
川
わ
れ
民
の
も
勺
教
主
や
泌

qvnopo 

味
を
深
め
る
学
習
、
心
身
の
健
康
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
の
鑑
賞
並
び
に
削
作
川
動
な
ど
、

青
壮
年
及
び
婦
人
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
階

附
の
似
し
仏
い
凶
動
が
必
要
で
あ
リ
、
活

動
の
た
め
の
僚
会
を
械
鋭
的
に
提
供
し

ま
す
h

昨
今
、
山
少
年
の
非
行
問
題
に
つ
い

て
付
会
的
に
関
心
が
出
ま
う
て
お
リ
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
・
り
ゆ
る
社

会
教
育
活
動
の
中
で
対
処
し
て
い
き
ま

－
。
4
9
 文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
動

全
遺
跡
八
ム
同
必
業
も
光
了
し
ま
し
た
の

で
、
先
人
の
賞
品
な
泊
旅
を
広
〈
仙
川

し
て
ま
い
り
ま
す
ω

ま
た
、
地
域
に
い

わ
る
芸
能
文
化
の
伝
ゑ
及
び
文
化
財
の

似
縫
に
卜
分
配
ぷ
い
た
し
ま
す

体
行
、

ス
ポ
ー
ツ
に
勺
い
て
は
、

町

民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
を
、
卜
・題
に
、
・
’
か

い
見
、
円
十
校
、
地
凶
域
社
会
が

一
体
と
な
り

て
参
加
で
き
る
よ
・
7
ス
ホ

l
ツ
佐
山
刊
の

批
准
に
似
力
的
、
中
校
体
山
川
地
ぷ
の
山
政
、

地
械
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
的
行
成
、
中
川
以

グ
ラ・
／
ド
の
わ
伐
川
附
…
川
灯
。
山
手
を
い…

M

倒
的
に
般
止
し
ま
十

(2) 

一一一
慮
義
基
盤
級
一整
繕
一………一……

川
町
初
日
年
度
ハ川
村
一川
見
通
し
に

L2
．，

、

，，

l
ii
；
l
：
ー
ー

ま
J
J
と

j
・か
い
幻．
t
r．
い
れ
仏
ト
山

川
吹
を
小
心
・
ご
し
た
ぷ
京
、
f
品川
以
%
の
叶靴

作
、
収
大
を
%
収
し
、
川
悦
川
ハ
バ
タ
七
を

川川
る
・
｝L
E
fメ、
お
リ
‘
行
J

的
成
・K
本・

リ山
、引
火山口一いい
い
oK
岐
に
な
る
し
－見
込
ま
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れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
町
の
品
開
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
状
て
は
大
き
な
進
展
は
み
・
り
れ

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
必
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
凶
利

用
内
制
対
策
に
よ
リ
大
き
な
転
出
川
則
を

迎
え
て
お
リ
、
他
産
業
に
つ
い
て
も
、

長
期
的
な
課
題
の
対
応
に
迫
・
り
れ
て
お

り
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
米
の
過
剰
法
相
州

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
リ
ま
す
水

凶
利
用
山
門
編
付
策
t
d
5
年
目
を
迎
え
、

ま
す
ま
寸
農
家
に
と
っ
て
深
刻
に
な
勺

て
き
て
お
り
ま
す
リ
新
年
伎
は
、
山
年

度
同
様
2
2
7
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配

分
と
な
り
ま
し
た
が
、
ι久
・ト
人
以

・
制

料
作
物
な
ど
、
特
定
作
物

f
・ト
と
し
て
、

地
減
特
作
物
及
び
町
阪
興
作
物
の
収
益

を
米
作
水
ゆ
に
引
き
十
げ
る
た
め
、
中

絞
農
家
の
行
成
や
ぴ
に
紘
以
妓
術
指
仰

の
徹
底
、

あ
わ
せ
て
集
凶
化
、
川
地
化

の
維
進
、
農
地
し
口
阿
佐
化
利
川
及
び
農
地

の
流
動
化
を
促
進
し
、

似
へ
い
叫
阿
古
川
坑
悦

の
拡
大
に
よ
勺
て
、
農
家
所
得
の
安
定

を
図
ヮ
て
ま
い
り
ま
す
ω

衛
産
に
つ

い
て
は
、
多
川
化
制
定
u

m－桁
符
と
伝
染
病
予
防
対
策
の
倣
ほ
を

図
る
と
と
も
に
、
’
H
給
飼
料
付
策
と
し

て
コ
ン
バ
イ
ン
わ
・
り
制
料
化
誕
生
の
今

入
に
よ
リ
午
線
コ
ス
ト
の
切
り
下
げ
に

努
め
ま
す
c

林
業
に
つ
い
て
は
、
広
大
な
森
林
資

源
の
利
用
鉱
大
を
図
る
た
め
、
本
年
度

広
域
ぷ
併
林
道
良
制
チ
山
総
の
止
で
4
・

が
精
工
さ
れ
ま
す
。
継
続
事
業
で
あ
り

さ報........ あ一広

ま
す
林
道
閉
山
線
、

二
本
幼
悼
の
舗
淡
を

は
じ
め
、
林
道
小
伐
池
線
、
経
巡
2
H
V

似
の
早
期
開
設
に
努
め
ま
す
《
三
本
ク

リ
ー
ン
ラ
ン
卜
に
ウ
き
ま
し
て
む
、
そ

の
利
則
鉱
ト
人
に
似
り
め
る
と
と
も
に
、
同

年
度
に
完
了
い
た
し
ま
し
た
、
あ
さ
ひ

同
氏
休
接
地
上
の
山
を
小
心
’

Y
Cた
拡

の
闘
の
造
成
に
必
千
し
ま
す

水
店
主
に
勺
き
ま
し
て
は
、
前
川州漁

業
の
似
拠
地
で
あ
リ
ま
す
山
崎
漁
港
力

第
7
次
改
修
必
業
の
推
進
に
械
鋭
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
打
て
る
漁
場
造

成
事
業
と
し
て
、
く
る
ま
え
び
の
版
流
、

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
等
の
版
流
も
v
t
fえ
て

お
リ
ま
す
u

し向
トム
業
の
粁
．
J

宮
山
ぷ
口
敏
H

及
川
動
を
助

長
し
、
粍
九
日
内
川
必
ト
松
山
以
令
机
び
に
ぷ
備
資

全
の
利

f
山
開
始
を
総
統
し
、
ぃ
州
［
業
の

杭
常
安
定
始
日
米
を
織
と
ま
す
，

観
光
開
発
に
勺

い
て
は
、
卜
の
山
ム川

地
を
中
心
に
あ
さ
ひ
川
氏
体
長
地
税
備

が
業
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
今
後川れ
小

以
自
然
八
ム
同
事
業
て
ん
川
崎
小
川
川
町
を
台
む

ニ
れ
・
り
の
地
ぷ
の
補
完
が
業
を
定
地
ld、

将
米
の
観
光
・
州
品
化
を
灼
ざ
し
、
イ
ノ

ブ
タ
肉
の
仲
小
川
町
似
先
体
制
の
帥町
立
と
上

産
特
淀
川
川
の
開
発
を
促
進
し
ま
す
－

……第
一一義
務
簿
一繁
一一………
…

町
民
の
生
命
と
財
産
を
あ
・
り
ゆ
る
災

都
か
ら
ん
寸
る
こ
と
は
最
も
積
一
要
な
課
題

で
あ
り、

一
一柄
の
配
雌
を
必
要
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
ν

今
後
と
も
引
き

続
き
消
防
そ
の
他
防
災
体
制
の
強
化
と

防
災
協
加
川円以
の
終
備
に
以
内
灼
ま
す

川町
市
川
日
制
け
小
川
ダ
ム
佳
品
小
業
tJ、

小
川
流
山
域
住
民
的
小
川
公
定
の
た
的
、

山川火
、
か
ん
が
い
木
内
峨
保
、
き
・り・

－

7

d
y
t

i
t
－

－

－
 

石川
町
聞
発
を
あ
わ
せ
た
総
へ
H

開
発
事
主

で
あ
り
ま
し
て
、
聞
係
仏
代
、
問
係
・品

川
体
の
ご

m併
を
山
川
て
早
期
に
完
成
す

る
よ
・
1
紋
大
の
以内
h

け
を
す
る
刈

ιで
ん

り
ま
「
消
防
機
能
の
強
化
に
勺
き
ま
し
て
は

也山政－
K
4ニ
と
す
人

Z
J－一
本
均
な
捻

j
j
i
l
l
－

i
’J
－

i
t
J
i
 

介
火
災
，

r防
体
制
の
倣
hυ
一
を
凶
リ
ま
す

ま
口
、
以
不
快

η
化
伝
川
市市ア
i
M附ド

J
j

f

i
4

1

’
ド
・
1
j
｜
J
3

2

心
外
間
一
泊
に

mmえ
、
投
与
業
務
の
多
慌

化
、
・
リ
川
度
化
に
吋
処
で
き
る
よ
・
1
教
な

除

H
の
研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す

作
什
市
川
州
防
災
に
っ
さ
ま
し
て
は
、

地

点
－K
Jにこ
4
hリ
・
で
位
、
，

M
Hベ
本
川
j

L
A

’l
il
y

－
’Jy
，JLV
車
ノ
ー
ド
ド
t
ゾ
4
』
州
J
叫

け
が
必
要
で
あ
り
、
防
火
川
心
州
少
の
汗
及

川
刷
版
を
凶
る
魁
行
で
、い附
人
消
防
隊
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
打
成
し
た
い
iy
E

J

え
て
お
け
ま
す

・刈
川
付
策
に
つ
き
ま
し
て
は
‘
中
川

川
排
水
の
餓
似

・
附
品
川
則
の
小
川
川
の

け？叫ん
札
ら
ど
川
郎
改
・

μ
の
促
進
を
凶
リ

一川
川
の
よ
叫
路
打
線
の
レ
支
出
丸
ま
れ
ん
ば
新
ぷ

ないさ
．
抜
本
的
な
は
共
に
つ

い
て
は
‘

μ則
的
問
野
て
そ
の
村
川
市
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す

全
国
町
村
議
会

議
長
会
長
表
彰

L
る

Z
川

ω
u米
が
で
学
行
さ
れ

た
、
全
川
町
村
議
会
議
公
会
の
席
上
、

多
年
に
わ
た
り
て
地
ト
ク
け
品川
の
発
燥
に

氏
献
さ
れ
た
、
ん
1
川
町
村
議
会
淡
い
M
の

ぷ
約
ぃ
八
が’
れ
わ
れ
、
LY

寸
削
で
は
、
制
作

品
本
氏
が
議
以
わ
れ
職
6
年
等
を
合
的
抗
戦

辿
祢
初
年
以
上
、
ま
た
、
川
谷
間
二
氏、

松
布
他
三
氏
、
山
附
政
次
氏
の

3
氏
も

紅
純
同
年
以
上
の
山
を
も
う
て
、
そ
れ

ぞ
れ
、
栄
え
あ
る
氷
川
仰
を
交
け
・
り
れ
ま

し
た①
在
職
初
年
以
上。ω

①
在
職
何
年
以
上

命

φ£ るイ
酒

井

扇
谷
隆
二

松

倉

健

｛化
ぃ
し

山

岡

政

次

。
土
地
改
良

功
労
者
表
彰

栄

ト
よ
る
3
月
同
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ

f
qd
d引
J
a
S川
叶
ト
し
山
也

h
Ah
l
、hM
A
J悼
川
和
代
，J

，JN
可
ワ
匂
b
巴
J

1

5

＋
‘J
IL

e

－－心’
’J
占
Z
NV

式
に
お
い
て
、
大
家
作
土
地
改
良
以
｛剛州

事
長
山
崎
J

川出向
）
トか上
地
改・
川
氏
功
労
い
れ

表
彩
団
体
制
策
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

ーリ・
－也’
χ
1．t
工・
0

、
k
－F
T
・－ヲ・

し
ド
斗

J
＋E
’SLast
－
－

J
b

y

台
「

1

・4d
’’hl

組
合
い
H
が

一
九
と
な
り
、
土
地
改
・
H

以
下

京
の
発
反
逆
常
に
H
A
、
力
さ
れ
た
功
納
に

よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
，
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・rti11［業保興
－農地等相｛梢！）》＂！（；；

－農i註舗装等終｛術事業

·~ 村総｛；－ tた｛桁・jq佐

－林業払；興

・ j立林 ＇I~t; 

－休j印刷，i立．制i装・1 ·~i; 

• 11 J 村妨i別j ・J~ 業

－ 水，，7： 業1h~興

• i.（（•.；往往，：）［ ·J~ 1i; 

・ 漁業 !j.S ，再開店桁f~ij ·j·~ x;;・
• J也I針。；~~漁業附i立改 i'f- ・J·~業

。商工業の振興と観光開発

• I自u：業刈波及び助成
・中小企業等への手IJf-Ml給

• fl'l託金
・1(ij工会館挫，＼'..tVIJIえ

－県立｜’1然公1¥1の相Wi

． 公 l.:ili~＇~！.観光村被

。労働関係施策の縫進

i-~亙ゐ＠亘｜
ゆ消防機能の強化

。町土の保全のために
ゆ災害対策のために

3.346 

49. 72；~ 

112.822 

120.476 

34.70S 

:L475 

30. ：~討6

27.700 

6.:m6 

11. ~sり

41. 000 

21.・B討

86.101千円

14.380 

2.269 

47.000 

l (). ()()() 

5.以）｛｝

7 . 45~ 

43.515千円

110' 689千円

88.600千円
15.809千円
6.280千円

ミき ⑫ 恒」1,0川 OOT-p:]
リ新庁舎建設基金積立

、l一般行政資
・コi斗ニティ・1・;~L 

．闘f.• ~.端さん・J~ 業

リ広域行政費

。公償資

。予備費

;oo-面豆：E
I. 川l己負rn~保険料りIJ 公社
‘》 i泊；川，i今場所持り，，会”｜

:;. ・::・;liq，；全保1iJj・ねりIJ会，d・

・L J立，；全~わりねりlj ~＞： .ti· 

!i. 附もJJiK泊料日lj会，ii・

Ii. !hf以外二地lズ川水刊日11会川

卜 ）Jll1i長1走，＇｛：
討． ｛以他乞化合 J，~:v.判りlj~·；，J 

i 唾~－~~今由）

50,000千円

506.213千円

・L ooo 

：~‘：m 

129.612千円

327,774千円

24.000千円

8億567万円

7. 1 ~1 . ;17 r-111 
IO. I .J l 

l:i.4ぷ5

I!l.o.n 

:1. ~l.J8 

110 

35,1 

14憶4,911万円

さ
!¥'! ~日 57 年 4 月 10 8 ひ......一一家32 0寄 ・・……R t•J （毎月 1os~m 一一・

一般会計を目的別にみた歳出の内容

議与 d会、 費 討をもコミ
74,271千円 2.0% 

楽器 務 費

ー＆517,831千円 13.8% 

民
834,459千円生 2男%きF之~
衛生
192,503千円

労働
43,515・千円

費
1.2% 

農林水産業費
657,734千円 17.5% 

商工
86 ' 101 -T-1 I J 

土木
461,901 千l'l

消防
88,600千円 2ま認可騒

3！~9 17-T~J 1ゑ湾築界
災害復旧費
5, 180T・l'J 0.1% 

公 イ責 費
327' 774千l'J 8.7% 

州向。
瀬ぢ琴／.＇／／，／／，~と

.I国
そ σ〉 他叩01千111 1.9%1 
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一般会計・特別会計・企集会計合わせて

昭和57年度予算総額 521意9,356万円
昭和57年度朝日町の予算は，一般会計．特別会計．企業会計を合わせて52i意9.356方円となり．朝日町総合

計画に基づいて 「生活環境の整備」「教育条件の整備」「産業基盤の整備」 「郷土の保全 j の四つの基本施策を柱

にして予算を編成しここにその内容を公表します。

｜ー＠｝ m 艶J
’歳入司

37億5,878万円

16.990万円

その他の内訳

・地方議与税

．自動tli.

．交通安全，f.t策特りJJ公：f.J，金

．分知i金lえびfH11.令

－使用料lえび千数料

. I！す斥収入

－寄附{F."

－維入金

．その他

2. 960 JjJ.IJ 

2.770 

持2

32.243 

4.432 

2.699 

20約

H,000 

7.717 

砂歳出 4

l9iJ思白布言面l1,475,263千円
。社会福祉の向上のために

．社会福祉協議会への助成

．心身障持者医療・tv
－ 身体障：~l；：者タクシ一助成

. I手 （－家庖等医療＇l~

• LEI！（健脱保｜険会，lt・繰Ill金
．主人クラブへの助成

. ！；人l亙僚＇lV
－敬老福祉令

－乳児等医療・tv
・児童手当給付令

－常設保育所の是正常

－山崎保育所改築学業

－悩担l：センタ－ !£.l~J !'I動ドアぷ出

830,068千円

I. 791 

13.475 

:mH 
:3.400 

16.000 

2,291 

180.915 

1.:ns 
5.616 

18.464 

365.867 

llG.122 

¥llO 

q
J
n
oづ
／

(5) 

。保健衛生の充実のために 192,503千円

・成人病対策＼住民験必．チ｜切娘同等 55.869 

• 1衛生存虫の県除 1. 976 

・町土美化運動 753 

・簡易水道会，i十総出金 6.490 

・公存対策 1)02 

・病院が築会計への助成

• h'ft-,1｝事業
－し！ぷ処fl¥·1~ ~た

。道路交通網の整備のために

・道路の補修．改良.~~i装

・ iu町村万IJC;文Iミ事業
• r.1; iii ，汁1d1j j針路が~

－ 交通安全施設の終f~i

. i来’y；去：防.11：事業
－ 無·；• ；·みih'fくり・l』集

。住宅対策のために

－町常f:i：’むのt¥'.fll(

・｛主℃，ill，没・jq佐

44.809 

46.759 

19,815 

297,805千円

92.967 

:12.690 

57.972 

3.対40

15.510 

45.Uυυ 

154,887千円

2. :13:1 

152.554 

団望号倫⑫菌包｜ 394,917千円
。学綬教育の整備のために

．間Ilji. 必印Iiのゆ人

・学校1必，泣の改修

255.787千円

4 .4:H 

5.50約

19.0お2

109.650千円

5.217 

7 .144 

67.村46

~l. 769 

4.540 

4.326千円

25. 154千円

:L-149 

3, 77:1 

2. 956 

14. ¥l7(i 

・学技術品のキ完備

。社会教育の充実のために

．研fl~ J{t_ び九州！こtlf~助成

－公民館山動

－公民館佳品・j・；業

. ~l . 1 ~fi'iiの充’＇k

－悦聴覚教村f1iii品の ~.~f~ii

。文化財保護の推進のために

O保健体育の向上のために
. l~f｛指，g れーのit成

－十｜会｛本ftの保興

． ，γ：校体行倣！.~立のllf.J J/i.

． 体行鈍l 1i貨のJ必i;\•

［臼8語尾や雪旬］
O農林水産業の振興のために
－水川手IJ川 1•｝制 .n ~i: ・J" ~ 
・ 1:H'.l総｛dfl;i,［・F－~~ 

740,318千円

610.702千円

:1~. 5!0 

(), 020 
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（昭… ｜
第 1回議会定例会｜

昭
和
日
年
度
予
算
な
ど

ロ
議
案
を

可

決

承

認

一
般
会
計
予
算
額
は ． 
幻
億

5
千

8
百
万
円

． 
あ

ら

ま

し． 

山

昭
和
引
年
第
l
回
朝
日
町
一
環
会
定
例
会
は
、

3
月
H
日
か
ら

一

冊
却
日
ま
で
の
会
期
を
川
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し

た

。

骨

…

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
日
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
予
算
な
ど

…

悦
羽
織
案
と
議
員
提
出
議
案
2
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
原

冊
目
町

冊

案

ど

お

り

可

決

、

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

∞

骨

ま

た

、

請

願
l
件
、
陳
情
9
件
に
つ
い
て
の
審
査
結
果
は
、
世

…
採
択
4
件
、
継
続
審
査
6
件
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一

さ報 ......・e …あ一広

審

議

日

程

3
月
日
日

3
月
ロ
日

3
月
日
日

3
月
比
日

3
H月
日
目

開
会

（会
期
決
定
、
町
長

提
案
理
由
説
明
）

本
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
議

（議
案
説
明
）

休
会
本
会
議

（質
疑
、

問）

3 3 3 
月nJJ. 
18 17 16 
日日日

3
片
山
日

R~ 
1't 

z
t
i
s
n
U
3』

’！・‘
as
’nノ
urpι

本
会
議

二

般
町
問
）

環
段
厚
生
安
い
れ
会

環
境
原
生
委
民
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
教
行
委
員
会

教
打
出
他
設
調
盆
特
別
委
H

A
E
 

本
会
議

（安
い
円
以
制
限
行
、

質
疑
、
討
局
、
表
決
）

可
決
さ
れ
た
も
の

V
昭
和
幻
年
度
予
算

8判。
百日 一一
7町

ぎ長 般
万会
7 計・ ~ 
千子 山

巳算委ふ
罰 則
1意

f 

。
特

別

会

計

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算

（
7
億

4
T
9－白
2
拾
l
万
7
千

円）朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
符

川
診
療
所
特
別
会
計
予
算

（
l
F拾

4
万
l
千
円
）

－
朝
日
町
出
民
健
康
保
険
診
療
地
故
山

崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

｛7
れ
3

拾
7
万
2
千
円
）

－
料
日
町
国
民
健
康
保
険
珍
療
施
設
応

診
療
所
特
別
会
計
予
算

（l
千
5
U

4
拾
8
万
5
千
円
）

－
制
日
町
聞
い
切
水
道
特
別
会
計
千
鉢

（

l
下
9
－

h
4
M
3
f刊
）

－
制
H
町
市
川
隙
外
二
地
区
用
水
特
別
会

計
ず
鉱

（3
．h
9始
4
U
H
u
o
下
川
）

．
制
H
町
加
必
奨
円
子
資
金
特
別
会
計
予

算

（姶

l
u川
）

・
刺
H
町
似
健
文
化
貨
店
ぃ
合
特
別
会
計

千刊
H
（

3
拾
5
U
M
4
r円
）

コヤ1c
F針金... 
？品業
g際会
全／：＞. J’ .. ,, 唖・

1; j計
7・Z
ドiH・ 

V
昭
和
何
年
度
補
正
予
算

．
朝
日
町

一
般
ム
完
結

正
予
算
／
第
6

号
（
減
額
1
子
6
百
4
拾
8
万
8
千

円
）

・
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
持
論
正
予

算
／
第
4
号

（2
拾
1
万
5
千
円
）

．
朝
日
町
立
泊
病
院
卒
業
会
計
補
正
予

算
／
第
3
号
（
4
百
万
円
）

・
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
／
第
7

号
（

5
U万
円
）

V
条
例

。
制
定
し
た
も
の

・
朝
日
町
新
庁
合
建
設
必
合
条
例

｜誕i明。
す臼 ~・
る町~
条！亮昔b~IJ 義 己k
z正
亨し
ひた
おも
にの

。
一

部
改
正
し
た
も
の

．
相
日
町
各
組
委
民
会
委
U
附
す
の
報
酬

及
び
代
用
弁
償
支
給
条
例

・
明
日
町
消
防
団
条
例

．
朝
日
町
山
百
五
き
ゅ
・
フ
ボ
使
用
に
附
す

る
条
例

・
判
日
町
税
条
例

．
制
H
町
樹
氏
健
康
保
険
条
例

．
朝
日
町
営
住
宅
設
置
条
例

－
朝
日
町
立
山
病
院
長
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

・
刺
日
町

「財
政
が
怖
」
の
作
成
法
び

公
表
に
閲
す
る
条
例

q
J
n
o
n
o
 

明。相訪朝
日 露玄目白 日

E手iii
室主露首7

~ t ilil 
の 置置

条条

(6) 

T 
そ

の

他

字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止
め
件

V
議
員
提
出
議
案

－
第
9
次
5
ヵ
年
計
画
の
繁
一
必
に
関
す

る
決
議

・
朝
日
町
公
営
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

承
認
さ
れ
た
も
の

・
報
告
第

一
号

地
方
自
治
法
第
間
条

に
よ
る
呼
決
処
分
の
件

昭
和
問
年
度
朝
日
町
一
般
会
持
論

正

予
算

（第
5
号）

報
告
さ
れ
た
も
の

－
報
告
第
2
u
V

地ト
M
白
川
市
法
相
府
間
粂

に
よ
る
ぶ
可
決
、
処
分
の
件

工
ギ
訪
負
契
約
変
一史
の
件

動

議

北
隙
新
幹
線
対
策
特
型

F4会
設
置

に
閲
す
る
決
議
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請
願． 
陳
情

V
採
択
に
な
っ
た
も
の

．
山
崎
向
的
振
興
会
館
建
設
に
つ
い
て

．
社
会
福
祉
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

・
身
体
障
害
者
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

．
道
路
の
拡
．制
改
良
に
つ
い
て

ひ…………義32 0電…

V
継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

・
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
道
路
の
計
画
見
市
し
に
つ

い
て

・
非
核
3
原
則
の

M．
持
と
法
制
化
手
染

め
る
件
に
つ
い
て

・
作
業
泊
附
設
恒
た
に
付
す
る
補
助
全

制
度
の
雌
立
に
つ
い
て

・
高
速
北
陸
’
U
動
中
迫
泊
地

K
海
伴
路

線
の
変
更
に
つ
い
て
川

・
高
速
北
陸
’
H
動
市
小
道
境
地
区
海
岸
路

線
の
変
更
に
つ
い
て

ω

さ報 いH・H ・－－一一あ

。
常
任
委
員
長
報
告

O
総
務
教
育
委
員
会

・一ー広

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
審
食
の
過
程
に
お
い
て
、
次

の
要
望
意
見
が
あ
リ
ま
し
た
。

一
、
町
悦
の
前
納
報
償
金
交
付
額
の
貸

出
に
あ
た
リ
、
他
の
市
町
村
の
動
向

等
も
勘
案
し
な
が
ら
、
端
数
似
w．理
を

前
川
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

二
、
庁
用
心
中
の
選
付
に
あ
た
り
、
続
的

並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
減
の
見
地
か

ら
、
特
凹
自
動
与
の
導
入
会
最
極
的

に
検
討
さ
れ
た
い
。

三
、
朝
日
中
学
校
の
開
校
に
あ
た
り
、

非
行
防
止
め
比
地
か
ら
、
生
徒
聞
の

心
の
融
合
性
、
教
師
の
交
流
に
留
意

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
産
業
教
育
の
符

入
と
学
校
闘
等
の
設
置
、
ス
ク
ー
ル

パ
ス
の
運
’
打
と
地
波
路
線
パ
ス
の
間

連
件
、
及
び
生
徒
の
健
康

m進
問

題
等
を
十
分
に
検
討
さ
れ
た
い
。

問
、
新
庁
合
建
設
に
向
け
、
用
地
買
収

等
に
積
極
的
に
取
リ
組
ま
れ
た
い
。

丘、

土
地
利
用
対
策
上
、
用
途
地
肢
の

川内叫山
．化
会
伐
ゐ
が
れ
た
い
。

六、

．M
祉
行
政
の
充
実
化
に
今
後
と
も

鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

七
、
日
山
宅
地
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
隊
式

会
社
の
負
利
金
に
つ
い
て
は
、
他
の

市
町
村
の
動
行
も
勘
案
し
、
適
正
に

執
行
さ
れ
た
い
。

八
、
工
が
紛
れ
契
約
等
の
や
務
手
続
上

遺
憾
の
な
き
ょ
ヲ
周
知
徹
底
を
図
ら

’L
・・、
。

a
，‘，，
h

・L’

抑
制
の

「山
崎
自
治
振
興
会
館
建
設

に
つ
い
て
」
は
、
問
題
点
も
あ
り
ま
す

が
、
応
分
の
助
成
と
い
う
こ
と
な
の
で

願
意
妥
当
と
認
め
、
抹
択
と
決
し
ま
し

た
。
陳
情
の
「
非
紘
3
．
除
制
の
略
持
と

法
制
化
会
』
求
め
る
件
に
つ
い
て
」
は、

諸
般
の
市中
情
を
勘
案
し
て
、
継
続
審
伐

と
決
し
た
宵
、
鍬
告
さ
れ
ま
し
ベ

O
環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
わ
ね
リ
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
b

な
お
、
寄
伐
の
過
院
に
お
い
て
、
次

の

器
－K意
見
が
あ
リ
ま
し
た
ω

一
、
ま
す
ま
す
高
附
化
す
る
当
町
の
現

実
を
ふ
ま
え
、
的
病
院
と
タ
イ
ア

ッ

プ
で
き
る
よ
う
な
特
別
長
越
地
ぷ
の

繁

実

現

化
に
向
け
、
，

r算
出
で
訓

代
刊
を
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
柿
倒
的

t
f念
公
勢
を
・引
さ
れ
た
い
。

二
、
ゴ
ミ
収
集
業
以
聞
の
民
間
会
託
に
あ

た
リ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
臥
・ド
を
き

た
さ
な
い
こ
と
は
勿
摘
の
こ
と
、
会

託
契
約
の
際
に
、
消
い
仰
が
の
代
与
に

仰げ
つ、

子
続
き
ト
し
に
いねい
て
出
憾
の

J
V

室
、よ
7
ト
分
に
配
立
さ
れ
介
い
、

三
、
肌
大
ゴ
ミ
処
湾
施
設
の
広
域
闘
が

業
と
し
て
の
実
現
化
、
じ
し
く
は
、

当
町
に
布
い
て
飢
大
吋
燃
物
焼
却
場

所
を
選
定
す
る
等
、

u
削
’
川
き
に
鋭
立

努
力
き
れ
た
い
内

問
、
小
児
科
の
開
設
に
作
い
、
行
連
制

等
の．
L
T
足
に
よ
リ

mvRの
行
楽
寸
に

わ
え
附
を
き
た
さ
な
い
主
守
、
行
峨
耐

の

m
Hを
凶
る
等
、
充
実
化
に
努
め

t
tた
L
＠

陳
情
の

「社
会
悩
祉
事
業
の
促
准
に

つ
い
て
」
及
び

「身
体
障
害
者
対
策

の
充
実
に
つ
い
て
」
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ

願
意
妥
当
と
認
め
保
択
と
決
し
た
旨
、

報
告
さ
れ
ま
し
P
3

O
産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
リ
、
吋
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
Pも

な
お
、
審
査
の
泊
料
に
お
い
て
、
次

の
要
望
窓
口
丸
が
あ
リ
ま
し
た
匂

一
、
用
途
地
肢
の
申
足
に
つ
い
て
は
、

地
域
作
民
と
協
織
の
？
え
、
指
定
さ

S
L
V

』
、

4
4
4

’・LV

4

一、
道
路
台
帳
の
作
成
に
あ
た
り
‘
町

道
を

一
山側、

ニ
制
等
の
ト
キ
つ
に
以
一
分

し
、
実
情
に
そ
っ
て
必
忘
さ
れ
る
十
刀

法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

一二
、
無
中
J
I
u
街
造
リ
の

一
部
で
あ
る
出

川
・
，
装
訟
の
明
叶
づ
け
に
つ
い
て
は
、

制
仮
に
対
処
さ
れ
た
い
。

問
、
不
動
立
か
ら
下
山
新
に
い
で
る
良
泣

は一
附
H
7
m
も
あ
る
の
に
し
人
明
引
の

泊
’付時
以止
に
な
ゥ
て
い
ね
り
、
附
係
機

関
と
協
議
の
？
え
、
抽
出
口
処
さ
れ
た
い

五
、
郷
市
計
両
道
路
の
的
向
校
的
か
・
」り

役
場
織
の
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
似
い
れ
紘

張
工
事
は
、
活
字
路
等
の
主
要
幹
線

道
路
な
の
で
早
期
完
成
を
日
指
し
、

開
係
行
政
機
関
へ
附
極
的
に
働
き
か

＋
’
フ

I
、一－
－
、
。

1
・
・・4
4
4
，・
L
V

六
、
転
作
奨
励
作
物
の
選
定
に
あ
た
り

補
助
対
象
以
外
e長
め
検
付
さ
れ
た

じ
、
行
政
執
行
に
あ
た
リ
、
V

十
引
子
職
H
H

の
意
見
も
採
り
入
れ
・句
れ
る
よ
・
ヲ
な

提
案
制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

八
、
鉄
工
団
地
の
倒
産
に
よ
り
、
連
鎖

倒
産
が
生
じ
な
い
よ
う
鮒
鋭
的
に
取

リ
組
ま
れ
た
い
。

九
、
向
工
会
館
の
笹
川
円
以
に
あ
た
り
、
鮎

劇
場
券
止
く
さ
れ
る
ヰ
つ
鋭
立
努
力

さ
れ
た
い
。

陳
情
の
「
消
勺
持
出
の
設
抗
に
つ
い

て」

は
、
諸
般
の
が
怖
を
尚
楽
し
て
、

総
統
審
伐
と
し
た
府
、
報
恥
け
さ
れ
ま
し

た
。

，－、

一
般
質
問
の
中
か
ら
〕

O
新
庁
舎
建
設

ー
リ

1
1
7
・・・
H
L
I
－－

f
’
zr－－

小
E
刊
仰
山
川
副
刷

H
h
D凸
叶
川

M
1
7
L
F
1
F
h仁
何
軒
J

ハ，

合
住
江
川
刊
しげ
一全
が
H
J
I一さ
れ
て
い

る
が
、
桂
川
内
叫
U
昨
年
度
を
お
聞
か

せ
刷
い
た
い
匂

パ九
日
弁
新
庁
合
也
ぷ
に
つ

い
て
は
、
心

の
N
K
い
必
で
な
く
、
数
年
先
を
け

僚
に
M
m
u械
的
に
取
り
組
み
た
い

O
消

雪

装

置

口

問

鈍
…勺
宮
前
造
リ
が
生
の
一

mと

し
て
、
附
利
引
年
度
当
初
，
す
誌
に

消
勺
装
置
悦
が
汁
上
さ
れ
て
い
る

が
、
七
・業
実
胞
の
肉
刈
づ
け
が
決

ま
っ
て
い
る
の
か
ψ

父
H

弁
閉
山
川
づ
け
は
決
灼
て
な
い、

…必

定
条
件
と
し
て
的
町
の
小
で
除
俳

勺
の
凶
憾
な
道
路
、
流
中
，
織
の
設

叩・山
が
附
鰍
な
道
路
等
で
．
な
ね
か

っ
、
側
溝
改
良
の
な
さ
れ
て
い
る

道
路
に
付
け
た
い
と
思
っ
て
お
リ

土
品
十
九

O
工

場

誘

致

質
問
人
刊
の
定
住
化
型
車
マ
の
は
地

か
ら
、
工
場
誘
致
が
必
要
だ
と
思

っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の

(7) 
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考
え
方
を
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁
昭
和
計
年
度
の
施
政
方
針
の
中

に
初
め
て
載
せ
た
よ
っ
に
、
工
場

誘
致
に
向
け
、
努
力
を
傾
注
い
た

し
辛
子
。

O
給

食

施

設

質
問
各
地
区
の
小
学
校
、
保
育
所
等

の
給
食
施
設
を
統
合
し
て
、
配
給

す
る
等
の
施
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

答
弁
経
費
節
減
の
見
地
か
ら
、
行
政

改
革
の

一
環
と
し
て
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

O
支

払

事

務

さ

質
問
公
金
の
支
払
い
で
、
年
末
の
支

払
い
日
が
遅
い
の
で
、
早
急
に
支

払
う

4
7検
討
さ
れ
た
い
。

答
弁
出
来
る
だ
け
日
？
支
払
う

4
7

鋭
意
努
力
い
た
し
ま
す
。

報・…・…・… あ

O
不
燃
焼
物
埋
立
地

…広

質
問
不
燃
焼
物
の
埋
立
地
を
長
期
的

展
望
に
立
っ
て
、
山
間
部
の
一
角

を
買
収
さ
れ
る
等
、
具
体
的
に
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
総
合
計
画
の
中
に
載
せ
て
あ
り

ま
す
占
つ
に
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
、
不
燃
焼
物
滋
立
地
の
確
保

に
鋭
意
努
力
し
た
い
。

。
特

産

物

質
問
イ
ノ
ブ
タ
多
量
町
の
観
光
特
産

物
と
し
て
カ
を
注
い
で
お
ら
れ
る

が
、
供
給
が
需
要
に
追
い
つ
か
な

い
現
状
を
ふ
ま
え
、
農
協
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
量
産
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

答
弁
現
在
の
生
産
体
制
は
試
行
錯
誤

の
段
階
な
の
で
、
農
協
、
養
豚
部

会
に
協
力
願
つ
こ
と
等
も
検
討
し

な
が
ら
、
量
産
体
制
の
確
立
化
を

図
り
た
い
。

O
労
使
の
正
常
化

質
問
昨
年
、
当
局
と
職
員
組
合
の
問

に
遺
憾
な
出
来
事
が
あ
り
、
再
発

し
な
い

4
7、
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
弁
遺
憾
な
出
来
事
に
つ
い
て
は
、

責
任
多
蒲
感
し
て
お
り
、
今
後
、

相
互
理
解
を
涼
め
る
主
ヲ
努
力
し

た
勺

O
係

留

施

設

質
問
亦
川
周
辺
の
小
引
船
舶
用
係
向
同

地
設
の
計
画
策
定
及
び
申
夫
総
計

画
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁
計
画
第
疋
に
つ
い
て
、
専
門
家

に
調
査
依
頼
し
概
要
は
で
き
て
い

る
が
調
整
す
べ
き
問
題
も
あ
り
、

地
元
と
協
議
い
た
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

春
の
消
防

定
例
表
彰

消
防
団
春
季
演
習
の
際
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
叢

消
防
本
部
消
防
司
令
－
半
柳
米
総

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

－
精
績
章

第

五

分

間

部

長

品

端

武

雄

．
勤
続
最

消
防
本
部
消
防
司
令
ヂ
柳
米
雄

H

消
防
司
令
納
石
原
宏

．

第

五

分

団

部

長

品

端

武

縦

H

川

町

長

長

井

忠

義

婦
人
消
防
隊
堂
凶
婦
人
消
防
隊

富
山
県
知
事
表
彰

－
功
績
章

第
四
分
団
分
団
長

．
精
勤
kg

第
二
分
団
副
分
間
長

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
青
花
章

第
五
分
間
班
長

．
功
縦
貫
花
島
日
十

第
六
分
間
制
分
間
・
h
k

．
勤
続
綿
花
京

第
三
分

間

部

長
山
川
h
k

II 
第－
ニ 勤 II
分続

I ・ti筆
~r・ II

越

~ 
山
岡
阿
佐

長
件
汁
山
花

山
附
間
休

西
川
鉄
犬

J

リ
ォ，
t円同う

U
H・
＆
b
E《事
タ
回幻，
，

可
i
1
・i
L
R
h

p
＆

T』
Eφ
牢ト

ボ
林
軒
刈
川
総

看
護
婦
准
看
護
婦

採
用
特
別
募
集

助
産
婦． 

朝
日
町
立
泊
病
院
に
勤
務
す
る
助
産

婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
特
別
募
集

を
行
い
ま
す
。

O
採
用
予
定
人
員

V
助
産
婦

V
行
議
婦
、
准
行
通
婦

O
応
募
資
格

助
産
婦
等
の
免
弁
会
肴
す
る
者
、
ま

た
は
昭
初
日
年
5
月
ま
で
に
当
一
政
資

絡
取
得
見
込
み
の
者
で
、
附
利
刊
何
年

4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
有

な
お
、
右
議
婦
、
准
行
滋
婦
に
つ

い
て
は
朝
日
町
に
M
m
住
す
る
者
に
限

A
V。

,frヂr~ 
名名

伊

必

吟

佃

波

山
崎
三
郎

西
岡
郎

一

岡
村
美
則

－r
u江
川

升

千
坂
禿
級

M

山
本
江
川
・
八

第
六
分
川

H

小
・
谷
比
二

・
優
良
機
関

H
京

（ド
け
仏
京
）

消
防
本
部
消
防
十
一長

K
H
附

．
優
良

4
．除
等
表
初

表

杉

状

第

μ分
団

．
家
庭
に
対
す
る
感
謝
状

Jr柳
イ
ト

第
二
分
川

第
三一
分
間

問問団
.u ！：毛 Lt

II 

，， 

部
llY II 
分
間

i週!JI II 
H t~ 

II 

II 

． 

(8) 

O
申
込
手
続

中
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
ま
記
入

し
、
履
歴
書
及
び
免
許
写
し
等
を
添

え
て
朝
日
町
役
場
総
務
課
へ
提
山
の

・｝・と
。

O
受
付
期
間

昭
和
計
年
4
Hけ
は
日

（水
）
か
ら

昭
和
幻
年
4
H
M
日

（七
｝
ま
て

O
採
用
選
考

昭
和
幻
年
4
川
幻
日

（火
）

泊
病
院
に
て

O
そ

の

他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
役
場

総
務
諜
ま
た
は
的
術
院
が
務
本
へ

（消
防
本
部
消
防
．
4
A
H
E山
γ
柳
本
総

さ
ん
の
友
｝

ゎ
．似
先
制
H
f

（消
防
宇
部
消
防
叫
ん
け
補

μ係
正

一
さ
ん
の
必
）

・
・水
化
・
勤
続
辺
川
行
感
謝
状

．しお
H
U
E－T

Hり
H川
－f
H
H・2
〈
成
百
り

s
p
aヲ・ツ
H
u
r

，e，r
i
a

l

”JJ，
f
l
B
a
a
－’
ba－、H
U
H

－eし
お
れ
U
L
傘、T
H川
f
巾・
2

と

・

、
i
ト

J
C
J
D
I
f－
－

ノ

ーし

nv、
ふ
J

H
叶い

ιル
〈

L
P卜
L

J
t
〆
う

l
rti

〉

,'/. 

1,｛，紙切

j立
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叡智と不屈の精神の融合ふ

1日開校ι
匂．．．． 

A
I
U
よ
り
さ
ら
に

J
似
M
H
と
小
川
の
精

神
」
が
出
然
融
合
し
て
新
し
い
椛
合
で

新
し
い
校
風
を
作
り
、
求
め
る
も
の
を

保
リ
当
て
る
た
め
に
、
中
徒
、
教
師
、

什
九
五
が

一
九
と
な

リ
て
進
む
ニ
と
を

噸
7
も
の
で
あ
る
ゆ

朝
日
中
学
校
の
開
校
に
あ
た
り

昭
和
幻
年
4
川
、
戦
後
の
出
札
が
よ
も

「朝
日
町
立
泊
中
執
’
校
、
小
川
小
川
チ

う
や
く
Mm静
の
万
’川
へ
傾
き
か
け
た
ニ
校
」
と
改
品
称
さ
れ
今
日
に
．
や
っ
て
い
る
。

ろ
、
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
、
い
わ
制
校
以
米
お
年

「叡
M
H
と一小

M
の
粕

ゆ
る
六
三
制
一
が
縮
か
れ
、
新
制
小
学
の

心
」
は
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
幾
多
の

制
度
と
共
に
義
務
教
打
が
9
ヵ
年
に
な
縦
し
い
業
納
会
殻
し
県
東
端
の
向
中
執
’

勺
た
，

校
の
名
を
広
〈
併
に
州
．小
し
た
c

こ
れ
に
よ
ゥ
て
当
地
域
に
は
泊

・
小
し
か
し
な
が
ら
、
品
般
の
情
勢
に
よ

川
向
山
中
川
f
絞
を
ぷ
点
し
た
が
、
勺
時
は
こ
に
お
い
て
向
校
に
付
し
統
へ
H

の川町
機

学
校
川
辺
の
地
械
の
組
へ
H
h
仏
と
い
う
形
ル
市
戸
J
し
惜
別
の
念
に
耐
え
鰍
き
を

態
で
発
足
し
た
t

断
，

て
、
山
校
と
も
に
附
初
日
年
3
川

州
仏
幻
年
に
境
山
’
乍
絞
が

一
川町仏似
hυ
一
し
、
を
’
え
て
な
義
泌
い
記
念
の
期
刊
行
事
を

M
年
に

4
7ゃ
く
的
、
小
川
州
中
学
校
中
火
地
し
て
閉
校
す
る
に
．全
勺
た
，

の
新
築
が
れ
わ
れ
た
ゐ

4
川

l
uか
・
り
の
向
校
を
統
介
し
て

幻
年
に
は
教
育
委

H
会
が
設
置
さ
れ
、

「朝
日
中
小
校
」
と
新
た
に
命
名
し
た

川
一
年
に
町
村
介
併
か
一
れ
わ
れ
州
小
下
と
新
校
台
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

--・ 

建設の概要

13憶 5千万円総工費

鉄筋コンクリー卜3階建て，延べ面積

2 I 883m3 

L L i教室 （英信教育室）砂

， 
、．

－F 九百
人
収
容
で
き
る
ラ
ン
チ
ル

ー
ム

（
ふ
れ
あ
い
の
渇
）

』
F

視
聴
覚
教
育
の
充
実

(9) 3
8
9
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生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

小－
v
f
l
M卜

ホ
J
K

川・
一日

／
U
U

、，，a
，．．
 
，f
 
主
人
及
び
身
体
附
山
中
い
い白

柳

川

一

般

l
、
5
り
り
川

h
r
F
lュ
卜

開

リ

1

・’’
t
l

，

U

方自’
’

※
主
人
は

ω臨
時
以
上
、
身
体
附
刀
打

は
子
艇
の
交
付
キ
ヨ
ハ
λ

け
た
ん

※
山
川
一
山
利
川
は
5
名
以
卜
で
利
川
十

当、い
匂

3
、
利
用
料
金
の
減
免

川

刺

U
町
主
人
ク
ラ
ブ
辿
介
会
ぬ

び
単
佐
主
人
ク
ラ
ブ
が
利
川
す
る
と

ゑ
＼

棚

山

荘

4
月
間
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す

久
．
、
則
問
、
刀
の
た
め
休
航
し
て
い
ま

し
た
い
日
川
齢
お
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
は
、

4
月
川

H
｛
上
）か
・
り
間
航
と
も
り
ま
す

剛
山
荘
か
ら
眺
め
る
伐
以
は
川駅
付
と

針
。ー
を
え
て
い
ま
す
み
な
さ
ん
の
ご

利
川
を
お
刊
ち
し
て
お
リ
ま
す

中
し
込
み
は
勺
ぎ
の
と
ニ
ろ
へ

剛
山
杭

4
1
U
0
5
2
l

川
川
け
げ
リ
凡
又
”
物
＼
上
自
に
け一川
吐
州
本

1
1
1
H
i
J
i
l－
－

E
 

か
川
悦
係

官
3
1
1
1
0
0

『内
線
出

・
別
）

l
、
休
館
日

似
川
一
ぶ
州
日

2
、
利
用
料
金

約

H
M
リι人
川
札
び
・身
体
川
市
け
い
れ

”、，a

－

a司

2
M
WH
 

引

山川
l
り
ょ
ト

F人
A
1
〆
h
v
Fh－

i
s
iγ

，t，
a
l
u
n
J
J
f
ι

・8la
’’
t
t

・’
a争ー

が
計
州
し
、
教
山
川
一
長
し
か
沈
川．
川
り
す
る
校

外
活
動
と
し
て
利
川
す
る
と
き

5
川
引

な
む
、
山
名
以
上
の
川
体
で
ご
川
刊
川

な
さ
れ
る
と
き
は
、

中
し
込
み
に
よ
り

町
の
パ
ス
を
配
恥
し
ま
す
の
で
．
剛
山

荘
利
川
巾
し
込
み
の
際
．
そ
の
行
お

μ

ひさあ

500 :mo 
11 J 11 J 

事長一 広

～
〈
だ
さ
い

炭
を
焼
い
て

み
ま
せ
ん
か

山
齢
針
生

5
か
い
セ
ン
タ
ー
剛
山
花

で
川
崎
、
附
弘
氏
川町
な
を
川
立
し
以
を
作

り
て
み
た
い
ん
々
に
桁
与
を
ね
勺
て
い

ま
す

利
川
め
叫
し
の
ん
は
、

一
辺
川
山
川

に
、
捌
山
山
性

E
4
1
dnR4
2
l
－
へ
山中

し
込
み
く
ど
き
い

り
U
l
r
作れ
よ
M
m
I十
円

g
A
1
1

ま・ノ
・，lL皆
川
会

f
司

ま
た
、
り
ラ
加
ド
川
川
仏
H

り
の
治
山

7
u

れ
ニ
な
勺
て
い
ま
ナ
山
で
、
山川
4
1＼－－

M
刊
川
く
だ
さ
い

年
金
だ
よ
り

会
社
を
や
め
た
ら

国
民
年
金
へ

A
川
河

J
V
‘、
ドド作いい
・1
．
U
1
7
小
川
江氏
・
コL
u
h
i
J

l
l
’lsre
ノ叫
’h

凶
t勾

Lr！
叫
U
J
；
1
・J
v
i
十
一

る
人
、

’N
山
正
な
・
士
、ト村
上
ひ
そ
の
ぶ

。、
』
l
J
3

、
・
て
ト
I

、20H
H
リ・
4
4
、

H川
w
b

乞－
L
U寺
レ
「
」
f
f
ノ」
小山．
H
U
』・、
・

ザ山叫
戸川
に
ん
ム
HNML4
を
以
一
帆
14
二
人
は
、

”で
ハリ
H
V

山
川・

て
．
川
，
卜
、
配
、
中
．・4
山川八

L
’v

；・
l
i

－

－

！

：

j

al
j

け
ハ
コ
な
り
ま
せ
ん

er－h
，el
d
－
り
小
．

ドト
P
～．I
’J
U
－
－
1
l
l
hnhリ、’
’A
ヘU
’
fh、H

，a
ノ・・
1

’
ゾ
－，s
l
b

品
I

J

S
F

e

’，
e宥
e

・1ι1

州
川
ふ
－1州
k
’’
て
い
ゐ
人
口
．
れ
ぶ
加

八
一
一
な
リ
ま
十

2
U
1」

l;,11 

へ

t、If!
／・ 告

げん 、

;. t ~が
rJ，ま
c 
ご J1'.j 
. I( 
平行 qえ
に金
子に

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
・

F
続
き
は
、
印
拡
と
オ
レ
・
／
ジ
色
の

年
金
手
帳
（
べ
え
は
、
年
余
．
の
被
似
険
布

川
）
を
持
っ
て
、
役
場
の
川

K
Z係

へ
わ
ね
山
内
き
く
だ
さ
い
ら

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
加
入
し
て
い

た
年
金
と
凶
民
年
金
の
加
入
則
問
と
が

つ
な
が
り
、
よ
り
多
い
主
紛
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
こ
の
子
続
き
を
忘
れ
ま
す
と

ι齢
（通
弥
）
年
金
や
、
闘
志
台

・
付

「
ん
が
妊
に
な
勺
た
と
き
な
ど
に
‘
大
切

な
年
令
が
受
け
・
句
れ
ま
せ
ん
の
で
J
一位

ぷ
く
だ
さ
い
。

ぶ
し
い
こ
レ
－
は
、
川
代
年
ふ
れ
係
へ

ね
た
す
ね
く
だ
さ
い
・｛
宮
3
1
1
1

0
0内
線
的
｝

現
況
届
を
出
さ
な
い
と

年
金
の
支
払
い
が

ス
ト
ッ
プ
？

川
氏
年
’
恨
の
F
雨
’
ナ
～
中

｛え
は
油
口

と
伽
年
’併
と
を
引
き
杭
ミ
父
け
る
た
め

に
は
、
何
作
1

．
川
の

．城

川

川

を

山

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ニ
の
M
X－
忘
れ
ま
す
と
、
作
γ
’品収
しかー

は
・
り
れ
主
ぜ
ん
の
で
ご
・
正
ふ
く
だ
さ
い

「川
悦
川
川
‘
の
ハ
カ
キ
は
、
札
会
保

険
ム
げ
か
ら
あ
る
た
の
と
ニ
ろ
に
．
必
ル
仁

川
の
け
航
灼
に
紅
押送
さ
れ
て
き
ま
す
の

で
uH刈
・
氏
れ
な
ど
を
4
・へ
ーへ

役
場

窓
川
で
川
川
を
1
け
て
く
ん
ざ
い

必
中
川
の
ト本日
が
松
山
則
似
で
す
か

らいし止
・れ
る
い
よ
‘
ー
に
し
て
く
た
さ
い

内

3
n
u
d
n
U

加
藤
奨
学
資
金

奨
学
生
募
集
中
、‘l
’’
n
u
 

－E

・
E

・－
，，e
・‘‘、

制
け
町
で
は
川
必
川
村
人
小
山
川
公
の
党
中

小し
を
次
の
と
お
り
刊
か
民
し
ま
す
む

希
望
者
は
教
行
会
以
会
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

。
奨
学
生
の
要
件

町
内
凶
住
者
の

f
弟
で
4
年
制
以

卜
・の
大
学
に
ト
代
円
で
す
る
位
脱
で
成
制

削
除
禿
な
宇
佐

。

奨

学

金

川
制
5
下
川

（泌
怖
の
必
要
は
あ

リ
ま
せ
ん
）

。

申

込

先

制

H
町
教
打
委
い
以
会
ニ
T
側
｜
川

刺
川
町
出
似
仰
の

5
）

。
申
込
期
間

4
け

i
uか
ら

5
H初
日
ま
で

。
申
込
手
続

健
学
生
’
Mhn口、
焚
学
生
総
せ
ん
訓

占

（川
紙
は
教
打
差
以
会
に
あ
り
ま

す
｝な
お
、
ぷ
制
に
ウ
い
て
は
制
H
町

教
行
委
社
会

（
宮
3
HU
l
l
o
o

内
線
制

・
へ
お
川
い
ん
H

せ
く
ど
き
い

泊
病
院
か
ら
の
お
し
ら
せ

・
川
術
院
・
必
以
保
科
の
み
山
燃
日
お
よ

一

び
必
山
町
叫
川
一か
十
引
の
と
お
リ
変
史
に

一

な
り
ま
し
た
の
で
心
知
・
り
せ
し
ま
す
ι

ーし
は
目
水
山
桃
川口

一

正
午
か
・
り
3
時
下
ま
で

一

診

療

日

診
療
時
同



ひ ー・・・第32o ~ ・・・……習，，，57（ふiA対き報・・・…・・…あ一広

j
t
t
i
i
t
t
i
i
E｝
3
3
3
5
3
1
u
 

間
信
心
深
い
犬

…

O
宮

崎

O

…

断
食
を
し
た
と
苦
か
れ
て
い
る
、

四

左
兵
衛
別
と
い
う
役
は
、
谷
凶
の
郎
山

討
の
子
弟
か
ら
り
%
に
述
し
た
者
を
選
…

ひ
、
宮
廷
な
ど
を
融
合
衛
す
る
正
七
位
相

ω

当
の
位
の
人
で
あ
る
。
行
政
の
館
は
、
…

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
山

犬
の
話
は
、
今
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

…

西郷
土
の
伝
東説

写
真
は
宮
崎
海
岸
に
て

4月6日～15日

ヨ＠盆固寝泊~~~由ひ
と
り
ひ
と
り
が

交
通
安
全

黒
東
両
町
の

交
通
事
故
白
書

日
年
の
し
父
辿
下
位
内
品川
に
よ
る
件
数
、

制 156年内l竺
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向
者
、
従
名
い
ず
れ
も
減
少
し
ま
し
た

し
か
し
、
内
容
的
に
は
歩
行
者
、
’
H
転

中
利
用
者
に
よ
る
交
通
事
的
、
特
に

f

供
と
主
人
の
が
放
が
前
年
に
比
べ
て

m

加
し
て
い
ま
す
ω

け
別
の
発
生
件
数
で
は
、

川
が
多
く
次
い
で
ハ
ヲ
川
と
、
u
o
H

6
 

い
ず
れ
も

原因別発生状況

1i~'I. r~： I材

む
か
し
む
か
し
広
崎
に
信
心
深
い
犬

が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
ど
れ
ほ
ど
背

の
こ
と
か
定
か
で
は
な
い
が
、
今
か

ら
約

m年
は
ど
前
の
1
2
5
5
年
に
、

「今
昔
物
語
」
（1
0
8
i
年
制
）
「
十

訓
抄
」
（
1

2
5
4
年
制
）
な
ど
か
ら

古
今
の
説
話
を
採
り
却
巻
に
ま
と
め
た

「古
今
者
間
集
」
と
い
う
本
が
あ
る
。

こ
の

「占
A
1
許
間
集
」
巻
却
の
川
話

に
「
勉
中
一回
宮
崎
郡

に
、
左
兵
衛
山
平
行

政
と
い
う
も
の
、
ま

だ・
h
な
る
ト
人
を
か
ひ

け
る
が
、
H

灯
の
同
日

に
は
必
ず
断
食
を
な

ん
し
け
る
d

飴
…
鳥
の

綴
に
限
ら
ず
、
す
べ

て
の
物
を
く
は
ぎ
り

け
る
。
こ
れ
も
阿
弥

陀
仏
の
悲
願
を
報
じ

た
て
ま
つ
る
ゆ
へ
に

や
。
ふ
し
ぎ
に
あ
り

が
た
さ
事
向
」
と
、

宮
崎
郡
に
い
た
．平
行

政
の
飼
犬
が
阿
弥
陀

憾
の
縁
日
の
同
日
に

黒東南町の耳解放
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片
い
叫
則
で
あ
り
、

ド
ラ
イ
バ

ー
の
討

さ
の
た
め
の
心
の
ゆ
る
ん
専
が
除
制
と

な
ゥ
て
い
ま
す
》

川

m
凶
別
で
は
、
ス
ヒ
｜
ド
の
山
し
尚
一

ぎ
が
ふ
誌
の
お
%
と
ハ
ヂ
ピ
タ
く
、
わ
き

見
辺
転
が
日
%
、
安
全
不
純
必
M
%
、飲

。州
逆
転
も
5%
と
な
っ
て
い
ま
す
h

9 

9 

の

飲

ー，
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林
道
越
道
線
の

通
行
制
限
に
つ
い
て

林
道
紋
一
辺
一似

－小
川
正
渇
か
ら
北
，ぇ

へ
辿
す
る
林
道
）
全
線
に
わ
た
リ
、
泊

路
拡
制
改
修
工
事
の
た
め
、
わ
い
パ
の
と

お
リ
神
打
制
限
と
な
り
ま
す

ハ
》

4
川
l
H
1
5
川
川
日

諸
中
地
’
打
叫
ボ
ル

h
uv

．14ト
l
ι
u
．Ir
Jじ
じ

H
サ
2
1
t
f
h
H？pd
l
u
ム
H

た
だ
し
、
ょ
が
の
発
似
時
間
は
全
山

崎
れ
摂
止
と
な
リ
ま
す
け
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皮
ト
ヴ
川
吋

d
司
d
Y
1
J
e

’u
H
H
H

何
日
午
H

川
日
時
1
日
時
ま
で

午
後
3
時
1
4
時
ま
で

6
川
以
降
坤
州市
歩
行
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通
行
可
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2
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一
人
ぐ
ら
し
老
人

日
招
待
さ
れ
る
〉

3
Hけ

u
u
t人
MMmセ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、

一
人
〈
・
り
し
主
人
の

↑
け
桁
仰

が
地
械
ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
の
打
々
の
協
力

に
よ
り
れ
わ
れ
ま
し
た

招
仇
さ
れ
た
別
人
余
り
の
在
人
は
、

風
れ
に
人

勺
た
り
、
小
食
を
と
も
に
l
，

な
が
・
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
トリ々

の
帥

リ
や
秋
ゐ
聞
き
な
が
・
打
、

F
H
の
ん
び

り
と
歓
談
し
て
お
・
り
れ
ま
し
た

まちのわ

まちのわだい
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コ
ミ
眼
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に

也
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奮

ブ
＝
、
以
集
に
勺
い
て
は
、

uM引
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す
が
、
松

川
江
川
の
明
大
し
E
r
uい
い
、
ご
ん
の

η

が
変
化
し
つ
つ
ム
リ
ま
十

テ
レ
ビ
．

J
I帆
州
、
ス
ト
ー
ブ
、
什

松山中
、
ラ
ジ
オ
手
ま
れ
ん
使
え
る
し
の
しか

た
く
さ
ん
ん
リ
、
ニ
守れ
て
よ
しい
も
の
か

と
巧
え
き
す
り
れ
る
時
か
ム
り
ま
十

限
り
あ
る
行
、
仰
を
大
切
に
似
・
1

，
た
灼

み
な
き
ん
の
・
－
協
h
M
を
れ
断
い
い
た
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幸
手
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富山県青年海外派遣団員募集案内第12回

ー
人
れ
へ
な
袋
に
刷
m
…・
え
る
物
、
掛
り
え
な

い
物
を
K
WL
J＼
倣
乱
L
な
い
よ

・1
け
を
と
七
一叫・に
h
向
刈
ヘ
山
し
て

く
だ
さ
い

ベ

午
ゴ
ミ
コ
必
す
水
分
を
よ
く
さ
～

て
か
ら
山
し
て
く
だ
さ
い
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山
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崎
、
グ
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，
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4前
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ト
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ス

レ・ノ
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山
氏
川
物
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－l
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内
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川
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さ
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の
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十
川
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L
ul
d
M
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選
綾
俊
寛

贈
ら
な
い
／

求
め
な
い
／

受
け
と
ら
な
い
F

報一一...・ H ・－－あ

選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
も
ち

ろ
ん
、
選
挙
が
行
わ
れ
な
い
と
き
で
も

政
治
家
や
候
補
者
は
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
寄
附
疹
子
る

こ
と
は
祭
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
も
ニ
の
本
ヲ
な
寄
附

会
最
め
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
お
中
一花
や
お
議
暮
を
贈
る
こ
と

O
お
祭
り
に
お
金
を
寄
附
し
た
り
、
お

酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と

O
閉
店
祝
い
や
落
成
式
、
起
工
式
な
ど

に
花
鎗
を
贈
る
ニ
と

O
結
婚
式
に
、
お
祝
い
の
お
金
や
品
物

を
贈
る
こ
と

一広

O
旅
行
す
る
人
に
、
健
別
を
贈
る
こ
と

O
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
輪
、
供
物
な

ど
を
贈
る
こ
と

O
町
内
会
な
ど
の
集
ま
り
に
、
お
金
を

寄
附
し
た
り
、
食
事
や
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と

O
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、
弁

当
や
飲
物
を
差
し
入
れ
た
り
、
パ
ス

代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

た
だ
し
、
政
党
そ
の
他
内
政
治
団
体

又
は
親
族
に
対
し
て
寄
附
争
ヤ
す
る
場
合

や
政
・
治
上
の
主
義
、
施
策
会
」
普
及
す
る

た
め
に
行
う
講
習
会
等
に
対
し
必
要
や

む
を
え
な
い
実
費
を
補
償
す
る
場
合
は

さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

し
尿
く
み
取
り

料
金
が

か
わ
り
ま
し
た

昭
和
町
年
4
月
1
日
か
ら
、
し
尿
く

み
取
リ
料
金
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
l
石
（即
日
）
加
円

。l
j
r（同
日）

η
円

な
お
、
く
み
取
り
を
申
し
込
ま
れ
る

時
は
、
必
ず
衛
生
券
販
売
所
に
て
衛
生

券
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

現
金
で
の
支
払
い
は
一
切
受
け
付
け

ま
せ
ん
の
で
・
産
科
し
て
く
だ
さ
い
。

鐘
き
ゅ
う
車
の
使
用
料

か
わ
り
ま
し
た

4
月

l
Bか
ら
霊
き
ゅ・
7
車
の
使
用

料
が
次
の
と
お
り
に
か
わ
り
ま
し
た
。

改
正
前

五

、

0
0
0円

改
正
後

六
、

0
0
0円

山
火
’
に
注
憲

『
山
歩
く
心
に
い
つ
も
火
の
用
心
」

－｝の
時
期
は
摂
%
が
異
常
に
舵
嫌
し

強
風
が
吹
く
悲
条
件
が
吊
な
リ
、
火
災

が
発
生
し
ま
す
と
大
火
に
な
る
恐
れ
が

多
分
に

rJ－え
・
り
れ
ま
す
，

特
に
次
の
事
項
に
は
充
分
・
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

川
た
き
火
を
し
た
時
は
後
始
末
を
完
全

に
す
る
こ
介
、

山
た
ば
・
』
の
吸
が
ら
は
必
ず
消
す
－
』
長
、

ω占
中
か
ら
た
ば
・
｝
の
吸
が
・
句
を
投
げ
徐

て
な
い
こ
え

附
強
風
又
は
乾
燥
時
及
び
枯
れ
慈
等
の

あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た
き
火
等

は
し
な
い
こ
と
。

間
消
防
署
で
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず
受

け
る
こ
と。

ま
た
、
た
ん
ぱ
等
で
火
を
使
用
す
る

場
合
も
事
前
に
消
防
署
へ
脳
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ω

な
お
火
の
使
用
に
つ
い
て
は
風
の
悠

い
日
、

空十
八
が
乾
燥
し
て
い
る
時
及
び

夜
間
の
使
用
は
祭
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
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A人権法律・登記相談
時 4 )J 20附刈
午後 l時～午後4時

制日町悩社センタ一

人権縫議長u
上回悠二（官 2-0127) 

作図怖丹（宮 2ー2164)

草野三郎（宮 2-1034) 

魚i準法務局服u

政相 談

第l、3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町悩祉センター

川上おー（宮 3-0050) 

ご案内

A心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町悩祉センター

｛宮 3-0576) 

ム交通事故巡回相談
①日時 第 1・3H曜日

午前10時～午後3時
~都市中央公民館

第 1・3水雌H

午前10時～午後3時

以魚湾総合庁合内

魚津地方以民相絞室

・…広

学

相談ごと

場 所

相談員

場所

相続上i

場所

ム行
日時

ー氏

t』きJi丹

②日時

お
く
や
み

t忌

日

日
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総
合
グ
ラ
ン
ド

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完
成

報－…………あ

昨
年
4
月
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
使
間

照
明
が
設
置
さ
れ
て
以
来
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
者
が
一
段
と
増
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
巣
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
利
用
者
の
利
便
を
図
リ

充
実
す
る
た
め
、
昨
年
刊
月
か
ら
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設
多
孟
め
こ
の
ほ
ど
光

成
し
4
月
か
ら

一
般
利
用
す
る
ニ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
平
屋
建

m
Mで
管
理
主

・
談

話
室
・
用
具
室

・
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー

家
奪
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

一広

｜ピ’E

｜生自
l レ！

？キ
~ Ji.. 
9 大
日会

第
6
回
ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は

3
月

2
8
・
4
日
・

5
日

・
9
自

の
4
日
間
、
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
そ
の
熱
戦
の
幕
を
と
じ
ま
し

た。
今
大
会
に
は
、
男
子

ωチ
ー
ム
、
女

チ
一
部
却
チ
ー
ム
、
女
チ
二
部
凶
、
計

部
チ

i
ム
別
名
が
参
加
し
予
戦
リ
ー
グ
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
万
式
で
試
合
が
行

わ
れ
成
紺
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

マ
男
子
の
部
（
決
勝
リ
l
グ）

大
三
・花

2
｜
l

栄
町

宮
崎
B
2
1
1
栄
町

ザ
川
崎

B
2
1
1
大
三
・
花

俊

勝

山

崎

B
チ
l
ム

次

勝

大

三
広
チ
l
ム

マ
女
子
一
部
（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

O
準
決
勝

中
川
医
院
2
1
0

ク
ロ

ッ
カ
ス

月
山
女
子
2
1
1
一一
，
校
橋

。

決

勝

月
山
女
ノ
十

az－
－
中
川
医
院

マ
女
子
二
部
（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

O
渉
決
勝

草
野

町
rhet－
－

t
A

ク
ロ
パ
｜
ズ

ブ
ル
ー

叶

L
『
l

’’A

エ
ン
日
ン
エ
ル

LJJ 

型f・
健
I~雇
i-t.: 
Jゑ
6.000 

) ~p~：： J g将

- -CT.]} 
2 

1 
エプ
ン lレ
ジ l
エ
・／レ

8券

町
民
体
育
大
会

叩
月
M
日
（
日
）
に
決
定

こ
の
ほ
ど
、
朝
日
町
役
場
に
お
い
て

町
民
体
育
大
会
運
営
委
員
会
が
聞
か
れ
、

そ
の
席
上
に
お
い
て
大
会
期
日
や
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
あ
わ
れ
た
結

果
、
大
会
日
を

ω月
M
日
（
日
）
総
合

グ
ラ
ン
ド
と
し
、

．山
．
天
時
は
、
体
育
館

内
で
実
地
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し

た。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
内
在
に
つ

い
て
は
、
企
副
委
U
会
を
投
出
し
倹
討

す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

勺
似
合

C
L
L
J

関
勾

a
e＠
俄
盲
包
問

一

夜
間
照
明
受
付
開
始

…

図的
ωmw砲
の
ω図

gAgaR3

5.917人

で宮司人
グ
フン

ドI4.606人
4. 6271 11 . 2521人
人｜｜グ
体 llラン
喜｜｜ド

川
釦
っ
、

お
A
f

体
賓
館

令‘JV
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3.000 
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大
家
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凡
］
に
1
母
集
団

J
。。

去
る
2
月
初
日
・
幻
日
の
向
日
、

長
野
県
わ
ら
ぴ
ぷ
1

ス
キ

l
織
に
わ
ね
い
て

指
持
者
・
凶
M
H
・
父
兄
等
総
勢

ωれ
が

集
い
「
ほ
柴
問
の
必
一
裂
性
」
に
勺
い
て

話
し
合
い
、
あ
わ
せ
て
ス
キ
ー
を
通
じ

協
同
性
と
泌
帯
感
を
深
め
る
と
と
も
に

背
少
年
の
健
会
育
成
と
活
動
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
一
泊
研
修
会
を
行
つ
れ
fz

？ 

t事 ＇（f鑑t

＇~~ ；； ： 官：；

I<拠》

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

ill 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
川
で
は
、

は
る
ゑ
保
し
て
お
り
ま
す
b

O
M
H
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ミ
ニ
パ
ス

ケ
ッ
ト
・
£
泊
・
矧
出
・
ソ
ワ
ト

ボ
l
ル
・
サ

ザ
カ
｜
・

ラ
グ
ビ
ー

Vし1
L
P

水
・
川
I
P
T引

’・r
，A
u

n
噌
z

’’’J

ぷ
制
に
つ
い
て
は
、
総
へ
H

体
行
航
へ

．、，日リ、、，
ι
’ァー，：
t

、

－d
H昨日
V
L
ノ
’
ふ
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1
’J．宅、
t

日
年
山
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阪
絡
が
続
い
た
時
、
州
ト
か
ポ
ン
ヤ
リ

す
る
と
か
、

ふ下十
件
が
だ
る
い
と
か
．

Mm

に
吹
き
出
物
が
で
き
る
手
．

H

粁．験
し
た

ニ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

こ
れ

は

似

持
し
て
い
る
と
腸
内
で
釘
刀
物
町
が
小

成
さ
れ
、
ニ
の
わ仰
山
川
物
町
が
、
時
貯
れか

ら
血
液
に
岐
以
さ
れ
て
h
下山司
を
ル
け
辺

勺
て
い
る
た
め
て
す

今、

パ
し
上
が
勺
た
も
の
は

1
時
間

く
ら
い
で
大
協
に
川
き
、
そ
の
後
ば
排

便
さ
れ
る
ま
で
待
出向
し
て
い
ま
す
．

一
日目
の
俳
州民
ほ
は
、
食
事
の
ほ
や
内

存
に
よ
り
拠
な
り
ま
す
が
、
－
十
的
的
な

日
本
人
の
食
が
で
は
、
皮
を
む
い
た
パ

ナ
ナ
一
一本
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ν

4月の

健康

便
秘
を
治
そ
う

快
眠

・
快
食

・
快
川
院
は
帥
見
山
の
三
本

仲代
。
ふ
だ
ん
何
と
も
な
い
時
に
は
、
あ

ま
り
立
殺
し
て
い
な
く
て
も
．

一
位
凋

f
を
く
ず
す
と
布
切
ん
の
わ
か
る
の
が

こ
の
三
つ
で
す

快
便
も
健
康
の
カ
ギ

習
慣
性
便
秘
の
予
防
法

州側
の
州

%
が
も
と
で
州民俗
に
な
る
場

’

ヘH
も
あ
り
ま
す
が
、

大
ず
の
人
は
刊
行
間
一

掛川の
川民
俗
で
は
な
い
で
し
ょ
－
V
か

一

①
兎
リ
か
す
の
少
な
い
食
刊行
間

一

②
刷、

忙
し
く
て
ト
イ
レ

へ
行
く
時
川

一

カ
な
い
．

～

③
辺
助
．小
M
－な
ど
か
間
凶
E
な
り
ま
す
一

し
た
が
ゥ
て
、
そ
の
・

r防
法
は
、
～

①
繊
械
の
伝Y
い
氏
へ
物

－野
市
川

い
し
…

判

決

物

－
を
た
く
き
ん
食
べ
る
一

②
水
分
．
小
川ぬ
で
似
が山
町
く
な
・
り
た
い
よ
一

・1
仁
、
水
・分
を

l
分

と

る

～

③
一
川
日
決
ま
ア
た
時
間
に
俳
縦
十
る
よ
一

・1
付
制
つ
け
る
た
め
、
州
民
立
が
な
く

一

て
も
ト
イ
レ

へ
行
く
特
に
、
例
は
一

川け
の
小
が
刈
に
は
な
の
で
、
そ
ニ
ヘ
一

物
が・
へ
る
と
反
射
で
脇
巡
動
が
い
仇
ま
一

る
・μ
い
叫
則
で

ナ

一

起
き
が
け
に
冷
た
い
水
や
午
礼
を
一

欽
仁
、
制
食
を
し
勺
か
け
食
べ
る
こ

｝

と
で
、
川何
通
動
がい
日川
ま
リ
ま
す

＠
過
度
な
運
動
を
し
て
脱
泌
動
を
促
す

す
ぐ
一
卜
．削
に
た
よ
る
仰
に
ル
仁
川刊
行制川

や
食
判
的
を
見
出
し
て
み
ま
し
ょ
・7

‘A 

異常者は女性より男性に断然多い。

特に56年Id:.異常．内「要精償」とも55年より唱え
ζいます。

II コレステロール
56年は， 55年より異常者（要綱横含む）ガ泊加。

54年.55年と減少の傾向にありまし疋ガ.56年は．

男!;I.只．ほとんどの年代で異常者ガi曽えています。

異常者の2896は低コレステロール
特lこ20代は．買常者の61%.I刃「要精積J雷の63%

がiffコレλテ口ールCCJ。

（血液模査）

I GOT （肝機能）
異常者（要輔横含む）は年々減少している。

53年とtに臨しで． 畏常． 内「安精療J とも大幅1.~ 減
少しています。

コレステロール異常者の割合
I.性別結果。
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5月の事業案内Lみんなの保健J
備考

「妊娠中の心得」
母子手帳持参

付象 j也区

レく

院
科

II 
母チ乎l阪持参

検査料 2.000円

I也全

時打ll
一一ーーー一一一一斗午後 ！ ・2・Aハ｜保健センターl :oo～；3 :oo I 

午後 ｜泊
仁川～；｛:oo I終

川 「五位センターl :oo～乙：30
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お
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; L ~竺民間じ
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手i附

，＿.徴！己
j品｝込町

丙下町

町

ti 大
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今；

！弥生町．
松泌町

1じ！従事t
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品一一一一一トー
ヒ l j凶長IIグ｝

結稼・循環器

検診

結

緩

・
成

人

病

予

防

I克

J也

母r子帳持参

I ・,EJUI H以外で も保健
婦． 栄主主ー上が暗主砲：し

ているときは相誌を

受けます。

If 

1( ft"ii ’i三

マ！

－
震
の
献
血
・

柏
崎
力
者
名

－

2
月
実
施
分
｜

境
地
区

金森一
正
樹
、
尚
陪
志
保
f
、

jAU
 

宮
崎
地
区

あ
義
’仏

山

作

付

笹
川
地
区

長
件
禿
版
ヘ
小
林
F
代
菜
、
小
林
正
光
、
竹
内
義
明

5

泊

一
区

間
中
ゆ
か
リ
、
大
村
山
吹
範
、
総
れ
久
犬
、
川
端
消
心
、

霊

式
附
則
昭
、
九
同
派

f

傷

泊
二
区

水
川
美
由
紀
、
仏
川
…
休
刊
f
、
山
本
昭
五
日
、
川
端
俊
刷
、

負

犬
川
弘
、
火
図
点
山
炎
、
ι寸
凶
自
片
山
美
、
川
必
明
美
、
舟
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(18) 
数3月の町内交通事故


